
金＿
『塑‘

が1榊
ぜ

　
　
　
、

論

ぐ
脚

、　磯

齪

癬嘩

鳩
讐　　、

　萎

奉
誌

詞
ゆ

號

みんなの力をあわせて

　10月4日（臥快晴のもとで第32回町民体育祭

が運動公園で開催されました。

　16チームによる字別対抗では、熱戦の結果、

饗縁萎講霧叢鍵欝無、
人口　12，663人

世帯　　3，871世帯

＋5（男6，217人女6，446人）

一2　　　　　（10月1日現在）
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都
市
に
は
、
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ

た
ま
ち
、
静
か
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
、

豊
か
な
自
然
環
境
に
囲
ま
れ
た
ま
ち
、

産
業
活
動
の
盛
ん
な
ま
ち
、
歴
史
情
緒

の
漂
う
ま
ち
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
顔
が

あ
り
ま
す
。

　
都
市
計
画
の
土
地
利
用
計
画
は
、
住

宅
、
店
舗
、
事
務
所
工
場
な
ど
、
競

合
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
利
用
を
秩
序

立
て
、
効
率
的
な
都
市
活
動
の
増
進
、

優
れ
た
環
境
の
保
護
、
特
色
あ
る
街
並

み
の
形
成
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
定
め

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
ル
ー
ル
を

お
た
が
い
に
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
都
市
で
生
活
す
る
う
え
で
、
道
路
、

公
園
な
ど
の
ま
ち
の
骨
組
み
と
な
る
公

共
施
設
（
都
市
施
設
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
）
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
住
宅
地
と
い
っ
て
も
建
物

の
敷
地
だ
け
あ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く

道
路
な
ど
の
公
共
施
設
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
う
し
た
み
ん
な
に
共
通
す
る
都
市

施
設
は
、
ま
ち
の
中
の
住
宅
な
ど
の
分

布
、
人
や
物
の
流
れ
、
他
の
都
市
と
の

関

係
な
ど
を
考
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
計

画
を
立
て
て
お
き
、
そ
れ
に
し
た
が
っ

て
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
新
し
い
ま
ち
を
つ
く
っ
た

り
、
古
く
な
っ
た
ま
ち
を
つ
く
り
直
す

た
め
に
も
、
町
全
体
の
中
で
の
そ
の
地

区
の
役
割
な
ど
を
考
え
て
計
画
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
土
地
の
使
い
方
や
建
物

の
建
て
方
の
ル
ー
ル
、
ま
ち
の
将
来
像

に
つ
い
て
の
方
針
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り

に
必
要
な
多
く
の
事
柄
を
相
互
の
関
係

を
考
え
な
が
ら
定
め
て
い
る
の
が
「
都

市
計
画
」
な
の
で
す
。

　
江
南
町
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
線
引

き
を
行
い
ま
し
た
。
線
引
き
制
度
は
、

道
路
・
公
園
・
下
水
道
な
ど
の
基
盤
整

備
に
つ
い
て
の
公
共
投
資
を
効
率
的
に

行
い
つ
つ
、
良
質
な
市
街
地
の
形
成
を

図
る
目
的
で
、
都
市
計
画
区
域
を
市
街

化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
と
に
区
分

す
る
も
の
で
す
。

　
市
街
化
区
域
は
、
既
に
市
街
地
を
形

成
し
て
い
る
区
域
及
び
優
先
的
か
つ
計

画
的
に
市
街
化
を
図
る
べ
き
区
域
で
、

百
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
用
途
は
、
第
一
種
住
居
地
域
七
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
準
工
業
地
域
十
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
工
業
地
域
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

工
業
専
用
地
域
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用

途
地
域
ご
と
に
、
建
築
物
の
用
途
の
制

限
や
建
ぺ
い
率
、
容
積
率
、
高
さ
の
限

度
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
街
化
調
整
区
域
は
、
市
街
化
を
抑

制
す
る
区
域
で
都
市
計
画
法
に
定
め
ら

れ
た
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
な

け
れ
ば
、
建
築
物
等
を
建
築
す
る
た
め

の
開
発
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
出
剛
留
画
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降
塵
劇
業

　
土
地
区
画
整
理
事
業
と
は
、
都
市
計

画
区
域
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
公
共
施

設
の
整
備
改
善
に
よ
り
居
住
環
境
を
向

上
さ
せ
、
宅
地
の
利
用
増
進
を
図
る
も

の
で
あ
り
、
土
地
区
画
整
理
法
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
、
土
地

の
区
画
形
質
の
変
更
及
び
公
共
施
設
の

新
設
ま
た
は
変
更
に
関
す
る
事
業
を
い

い
ま
す
。

　
全
国
的
に
み
て
も
、
人
口
や
産
業
が

急
激
に
集
中
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
防
災

上
、
環
境
上
さ
ま
ざ
ま
な
間
題
が
お
こ

っ
て
い
ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
公
共
施
設
の

整
備
が
面
的
に
一
括
し
て
で
き
る
点
に

最
大
の
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
の
整
備

に
よ
り
、
日
照
、
排
水
、
道
路
交
通
の

面
で
も
大
き
く
改
善
さ
れ
、
さ
ら
に
不

整
形
地
が
整
理
さ
れ
宅
地
の
利
用
増
進

も
図
ら
れ
ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
こ
の
よ
う

な
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
施
行
地
区

内
の
土
地
に
つ
い
て
各
筆
ご
と
に
換
地

を
指
定
し
、
従
前
の
宅
地
上
に
あ
る
建

築
物
等
を
換
地
に
移
転
し
、
換
地
処
分

に
よ
っ
て
従
前
の
土
地
に
つ
い
て
の
権

利
関
係
に
変
更
を
加
え
ず
公
共
施
設
の

築
造
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
公
共
施
設
の
新
設
に
要
す
る
用

地
は
、
地
権
者
の
方
々
か
ら
減
歩
で
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
公
共
減
歩
」

と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
事
業
費
に
充
て
る
た
め
に

一
定
の
土
地
を
換
地
と
し
て
定
め
な
い

で
、
保
留
地
に
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
保

留
地
減
歩
」
と
い
い
ま
す
。
一
般
的
に

減
歩
と
は
、
公
共
減
歩
と
保
留
地
減
歩

を
合
わ
せ
た
も
の
を
指
し
ま
す
。

　
江
南
中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
昭
和
五
十
五
年
に
県
知
事
よ
り
事

業
認
可
を
得
て
始
ま
り
、
こ
の
事
業
に

よ
り
、
道
路
や
公
園
な
ど
が
整
備
さ
れ

ま
ち
は
見
違
え
る
程
立
派
に
な
り
、
排

水
面
で
も
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
が
完
成
し
た
の
も
地
権
者

皆
様
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
た
ま
も
の
と
存
じ
ま
す
。

整備された

（2）



こう奪ん蓉考

　　一　1　　職無・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛’㌧戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
前
の
ぺ
ー
ジ
で
述
べ
ま
し
た
よ
う
に

町
の
市
街
化
区
域
は
、
全
体
で
百
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
十
九
・

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
江
南
中
央
第
一
土
地

区
画
整
理
事
業
で
整
備
済
と
な
り
、
残

り
の
多
く
が
未
整
備
区
域
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
、
計
画
し
て
い
る
の
は
二
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
程
で
（
下
図
参
照
）
江
南

中
央
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
と
位
置

づ
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
は
排
水
施
設
の
な
い
狭
い

砂
利
道
が
多
く
、
早
急
な
る
整
備
が
必

要
な
区
域
で
す
。

　
本
地
区
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
道
路
二
路
線
（
中
央
通
り
線
・
熊

谷
小
川
線
）
を
根
幹
と
し
、
区
画
道
路

は
地
区
外
と
の
関
連
を
考
慮
し
、
基
本

的
に
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
雨
水

は
道
路
の
両
側
に
布
設
す
る
側
溝
か
ら

調
整
池
に
排
水
さ
れ
ま
す
。

　
公
園
に
つ
い
て
は
、
地
区
面
積
の
三

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
当
た
る
七
千
六
百

平
方
メ
ー
ト
ル
を
確
保
し
、
四
箇
所
に

配
置
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
道
路
、
公
園
排
水
施

設
な
ど
、
私
た
ち
が
日
常
生
活
を
営
む

う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
が

整
備
さ
れ
、
適
正
な
幅
員
の
道
路
が
配

置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
車
両
の
通
行

が
円
滑
に
行
わ
れ
、
歩
行
者
の
安
全
が

確
保
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
は
道
路
は
避
難
路

と
し
て
、
公
園
は
避
難
場
所
と
し
て
も

役
立
ち
ま
す
。

螺鐵一
　　ビ　f

備

　
町
で
は
、
組
合
を
設
立
し
て
事
業
化

を
図
る
た
め
準
備
を
進
め
て
お
り
、
早

期
に
組
合
設
立
準
備
委
員
会
を
組
織
し

推
進
委
員
会
と
併
せ
一
層
の
推
進
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。

　
現
在
、
同
意
書
の
取
り
ま
と
め
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
同
意
書
が
集
ま
り

し
だ
い
、
県
知
事
あ
て
認
可
申
請
を
行

い
、
認
可
後
組
合
の
設
立
総
会
の
運
び

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
資
金
計
画
で
す
が
、
国
、

県
、
町
の
補
助
金
及
び
保
留
地
処
分
金

で
約
三
十
六
億
円
を
計
上
し
、
支
出
と

し
て
は
、
道
路
築
造
費
や
建
物
移
転
費

な
ど
が
多
く
占
め
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
は
長
い
年
月
と
多
大

な
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
市
街
地
全

体
の
整
備
を
目
指
し
て
、
今
後
も
都
市

計
画
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重

ね
て
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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　團

支
給

毎
月
決
ま
っ
て

料
当
当

　
手
手

　
養
整

給
扶
調

住居手当…

通勤手当…

1籍1礁ii
　　　そ　　の　　他…勤応
務じ

支
給

臨
時
に

噸末～肇手壷：：

職務の種類と内容に応じて、給与表、級などが決定される

①配偶者16，000円②配偶者以外2人まで5．500円③その他2．000円

民間賃金や物価、生計費等との調整を図るための手当

給料、扶養手当の9％

①借家等居住者→家賃額に応じて支給（最高27，000円）

②持家所有者→1，000円

①交通機関（バス等）利用者→運賃相当額

②交通用具（自動車等）利用者→距離に応じた定額

管理職手当など

正規の勤務時間外に勤務したときに支給される

著しく危険、不快な業務など、特殊な業務に従事する職員に支給される手当

防疫業務手当や衛生業務手当など4種類

夜間勤務手当、日直手当など

民間企業のボーナスに相当する手当　年間5、25月分

①自己都合　　最高限度60．0月分（勤続45年以上）

②勧奨・定年　最高限度62．7月分（勤続35年以上）

　
職
員
の
給
料
は
、
生
計
費
並
び
に
国
及
び

地
方
公
共
団
体
、
民
間
企
業
の
給
与
等
を
考

慮
し
、
皿
議
会
の
審
議
を
経
て
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
一
眉
の
こ
理
解
を
得
る

た
め
、
平
成
1
0
年
4
月
1
日
現
在
の
皿
職
員

の
給
与
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
罫
、

汀
薬
ノ

、
ノ

’
鋸

豪
．
レ蟹一

冨

（諸手当は含みません）

平均給料月額 平均年齢

323．500円 40．04歳

職員数 給　料 職員手当 共済費 退職手当

負担金
合　計

　　人
107

　　千円

413，571

　　千円
299，620

　　千円

101，974

　　千円

42，361

　　千円

857，526

（平成10年4月1日現在、諸手当は含みません）

区　分
　　経験年数
10年以上15年未満

　　経験年数
20年以上25年未満

大学卒 260，800円 367，000円

高校卒 232，100円 341，300円

（諸手当は含みません）

区　分 大学卒 短大卒 高校卒

江南町 179，800円 162，500円 150，500円

区　　分 報酬（給料〉月額 期末手当

町　　長 748，000円

助　　役 618，000円 年間5．25月分

収入役 582，000円

議　　長 285，000円

副議長 235，000円
年間5．25月分

委員長 217，000円

議　　員 212，000円

管理職 扶　養 調　整 期宋勤勉 通　勤 住　居

10，039 10，794 37，621 209，717 4，106 2，220

時間外勤務特殊勤務日直児童

23，290　　　408　　　　525　　　　900

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 計

標準的な

勤務内容

主事補 主事 主任 主査

課長補佐

専門員

課　長
事務局長

室　長
所　長
次　長

一般行政職

曹　　ロ　　ー　　嘗　　嚇　　騨　　一　　幅　　一

構成比

　6

一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　響　　　一

8．8％

　9

一　　　一　　　一　　　曹　　　一　　　一　　　一

13．2％

　14
一　　　一　　　一　　　甲　　　一　　　一　　　一

20．6％

15

雪　　　一　　　一　　　一　　　甲　　　一　　　一

22．1％

　13
層　　　一　　　一　　　一　　　一　　　『　　　一

19．1％

11

一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　『

16．2％

　68
一　　　冒　　　一　　　甲　　　『　　　一　　　甲

100％

技能職
噸　　一　　剛　　一　　－　　一　　一　　一　　一

構成比

　6

一　　　幡　　　－　　　一　　　一　　　曹　　　曽

42．9％

　8
一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

57．1％

一　　　一　　　騨　　　一　　　榊　　　一　　　9 一　　　一　　　一　　　一　　　層　　　一　　　一 一　　　一　　　雪　　　一　　　一　　　－　　　冒

　14

100％

　
　
　
　
コ

　
　
　
　
δ

圃
胴
聾

麗
駐
町

　
　
　
ま
　
　

　
　
　
成
場

　
　
　
平
会

1Lr’

梱　 21日（土）　9：00～16：00

22日（日）　9二〇〇～16：00

22日（日）　9：00～12：00

22日（日）　9：00～16：00

22日（日）10：00～16：00

（4）



～悪質一商ジ去に要注意～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
訊
「
レ
、
、
5
…
『
、
、
マ

「
自
宅
で
で
き
る
」
　
「
安
定
し
た
副
収

入
が
得
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
ワ
ー
プ
ロ

入
力
の
内
職
に
関
連
し
た
相
談
が
急
増

し
て
い
ま
す
。

「高

額
な
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
を
買
わ
さ
れ

た
だ
け
で
内
職
は
あ
っ
せ
ん
し
て
く
れ

な
か
っ
た
」
　
「
登
録
料
の
名
目
で
現
金

を
だ
ま
し
取
ら
れ
た
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
お
り
、
十
分

に
注
意
す
る
必
要
あ
り
！

収
入
を
得
る
つ
も
り
が
、
お
金
を
払
っ
た
だ
け
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍗
　
「
　
「

㌧
ぺ
「
．
、
卜
　
↑

’
　
－
■
　

ゼ
「

田
［
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
「
」
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
』

注
音
丁
・
（
勧
誘
パ
タ
ー
ン
）

「
初
め
て
の
人
で
も
す
ぐ
に
高
収
入
の

在
宅
ビ
ジ
ネ
ス
」

「
専
用
の
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
を
購
入
し
て

試
験
に
合
格
す
れ
ば
月
に
十
万
円
の
収

入
に
な
る
」

「
登
録
料
を
払
え
ば
仕
事
を
あ
っ
せ
ん

す
る
」

な
ど

ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
パ
タ
ー
ン

・
仕
事
を
あ
っ
せ
ん
し
て
く
れ
な
い
。

　
チ
ラ
シ
を
見
て
申
し
込
ん
だ
ら
内
職

　
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
送
っ
て
き
た
だ

　
け
。

　
仕
事
が
な
い
場
合
は
登
録
料
な
ど
を

無
料
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
は
ず
が
…
…

　
　
ゴ

∬
－
．

　
　
づ
縮
蔚
↑
」
批
コ
　
　
』
r
・

「
格
安
で
ふ
と
ん
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

し
ま
せ
ん
か
」
　
「
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
中
な

の
で
無
料
で
…
」
と
い
っ
た
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
・

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
し
て
く
れ
ま
す
が

消
費
者
の
無
料
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
い
と
い
う
心
理
を
ね
ら
っ
て
、
高

額
な
掃
除
機
を
売
り
つ
け
る
も
の
。
高

額
で
、
効
果
も
そ
れ
ほ
ど
で
な
か
っ
た
。

重
く
て
使
い
づ
ら
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
て
ま
す
。

注
意
！
（
勧
誘
パ
タ
ー
ン
）

　
格
安
（
一
〇
〇
円
～
三
〇
〇
円
く
ら

い
）
で
ふ
と
ん
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
し

ま
せ
ん
か
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
な
の
で
じ
ゅ
う
た

ん
を
無
料
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
す
。

　
電
話
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
礼
に
布
団
を

無
料
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
す
。
な
ど

ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
パ
タ
ー
ン

・
あ
ま
り
に
高
額
で
、
自
分
に
必
要
な

　
い
し
、
販
売
方
法
に
問
題
が
あ
る
と

　
思
い
解
約
し
た
い
。

　
　
●

返
す
と
い
う
約
束
が
守
ら
れ
な
い
。

・
説
明
ど
お
り
の
収
入
が
得
ら
れ
な
い
。

仕
事
を
ほ
ん
の
少
し
し
か
回
し
て
く

れ
な
い
。

　
一
枚
当
た
り
の
単
価
は
八
○
○
円
と

言
っ
た
の
に
一
〇
〇
円
だ
っ
た
。

・
試
験
に
受
か
ら
な
い
。

簡
単
で
だ
れ
で
も
受
か
る
と
言
っ
て

た
の
に
難
し
く
て
受
か
ら
な
い
。

わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
は
指
導
す
　
　
　
敦
難
鞭
△

据

る
と
言
っ
た
の
　
　
　
馨
．
、

に
対
応
し
て
く

れ
な
い
．
　
．
，
薪
難
ッ
．

・
業
者
と
連
絡
が
　
　
　
蕊
鎌
餅

取
れ
な
く
な
っ

た
。

・
実
際
に
使
っ
て
み
て
重
く
て
使
い
に

く
か
っ
た
り
、
本
当
に
ダ
ニ
が
と
れ

る
の
か
効
果
に
疑
間
。

・
「
出
費
が
か
さ
む
じ
ゅ
う
た
ん
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
の
必
要
が
な
く
な
る
」
な

ど
と
言
わ
れ
契
約
し
た
。
た
く
さ
ん

あ
る
機
能
を
使
い
こ
な
せ
な
い
。
家

族
に
も
反
対
さ
れ
た
。

・
勧
誘
行
為
為
は

し
な
い
と
の
約

束
だ
っ
た
の
に
、

外
国
製
で
ダ
ニ

と
り
効
果
が
あ

る
と
い
う
掃
除

機
の
説
明
を
始

め
、
強
引
に
購

入
さ
せ
ら
れ
た
。

＝
錨

r
⊥^

悩
　

契
約
を
解
除

　
　
し
た
い
と
き
は

ク
ー
リ
ン
グ
オ
7

　
訪
間
販
売
法
な
ど
で
指
定
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
契
約
（
申
し
込
み
）
を
し
て

し
ま
っ
た
場
合
、
契
約
の
た
め
の
書
面

を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
八
日
以
内

な
ら
、
消
費
者
は
無
条
件
で
契
約
の
解

除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

o
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
方
法

一
　
は
が
き
の
場
合

　
は
が
き
に
左
の
よ
う
な
内
容
を
記
入

し
、
簡
易
書
留
で
業
者
に
送
り
ま
す
。

契
約
解
除
通
知
書

契
約
年
月
日
　
平
成
○
年
O
月
0
日

商
品
名
　
　
　
O
O
O
O

契
約
金
額
　
　
○
○
O
O
円

販
売
会
社
名
　
○
○
株
式
会
社
○
○
営
桑
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
者
○
○
氏

右
記
日
付
の
契
約
は
癬
除
し
ま
す
。
な
お
、
支

払
い
済
の
○
○
円
を
返
金
し
、
商
晶
を
引
き
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

平
成
O
年
O
月
O
日

○
○
市
O
O
町
○
丁
目
O
番
地
　
氏
名
○
○
○
○

※
必
ず
コ
ピ
ー
を
と
り
ま
し
ょ
う

二
　
内
容
証
明
郵
便
の
場
合

　
文
具
店
な
ど
で
市
販
さ
れ
て
い
る
内

容
証
明
書
用
紙
に
、
は
が
き
の
場
合
と

同
様
の
内
容
の
書
面
を
三
部
作
成
（
コ

ピ
ー
で
も
可
）
し
ま
す
。
そ
れ
を
、
集

配
業
務
を
行
っ
て
い
る
郵
便
局
へ
持
参

し
、
証
明
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
業
者
あ

て
に
投
函
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
埼
玉
県
北
部
生
活
セ
ン

タ
ー
消
費
生
活
室
奮
二
四
1
0
九
九
九

（5）



平
成
十
嶺
年
四
月
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
規
児
童

保
育
所
入
所
申
込
み
の
受
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
申
込
み
資
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
保
護
者
が
昼
蘭
、
家
庭
の
内
外
で
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
家
庭

　本来、子どもは、家庭の育児協力により、愛肩に包まれて生活；を送ること

が理想とされていますが、保護者が働いていたり、病気などの理由で、家庭

で保育できない児童を対象に、来年4目から新規に保育所へ入所希望される

かたの申込みを次のとおり実施します。

　申込みに使用する入所申込書および勤務証明書の用紙は、役場住民福祉課

に用意してありますので、受付期間までに書類がそろうよう準備してくださ

い。

　・・問い合わせ先　役場住民福祉課　欝36 顎524（内線224）

内
で
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

・
保
護
者
が
出
産
の
前
後
お
よ
び
疾
病

　
の
状
態
に
あ
る
場
合
。
（
出
産
の
前
後

　
と
は
概
ね
前
後
八
週
間
ま
で
を
い
う
）

・
保
護
者
が
病
人
の
看
護
に
あ
た
っ
て

　
い
る
場
合

・
親
の
い
な
い
家
庭

・
家
庭
が
災
害
に
遭
い
、
復
旧
に
あ
た

　
っ
て
い
る
場
合
。

o
申
込
み
方
法

　
入
所
希
望
の
か
た
は
、
申
込
書
お
よ

び
必
要
書
類
を
作
成
し
、
左
表
の
日
程

に
し
た
が
っ
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

o
申
込
み
に
添
付
す
る
書
類

（
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
）

・
勤
務
証
明
書

　
保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
に
申

　
込
み
を
す
る
か
た
は
、
在
職
内
職
、

　
自
営
証
明
書
、
（
同
居
の
扶
養
義
務
者

　
全
員
の
分
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

・
診
断
書
な
ど

　
　
保
護
者
自
身
が
疾
病
の
状
態
に
あ

　
る
場
合
は
、
医
師
の
診
断
書
・
身
体

　
障
害
者
手
帳
な
ど
。

　
　
同
居
の
親
族
が
疾
病
の
状
態
に
あ

　
り
、
保
護
者
が
そ
の
看
護
に
あ
た
る

　
場
合
は
疾
病
者
の
診
断
書
・
身
体
障

　
害
者
手
帳
な
ど
。

・
妊
娠
・
出
産
を
証
明
す
る
書
類

　
　
出
産
予
定
の
場
合
は
、
母
子
健
康

　
手
帳
の
写
し

新規入所申込の目程及び受付場所等

江南保育所 町外の保育所

受
付
期
問

　11月30日（月〉

午前9時～午後4時半
まで（但し、正午～午後

1時までは除く）

11月24日（火〉～

12月2日㈱まで
午前亀時30分～

　　　午後5時まで

受
付
’
場
所

保健センター

（役場西建物署階〉
役場住民福祉課

保
育
時
間

通　常
開所：午前8時30分
閉所1午後5時
※送迎バスは、保育時
　間内で運行されます。
長時闘（最長で）

開所：午前7時30分
閉所：午後6時30分
※別途申込みが必要
※いずれも土曜日は12
　時まで。

希望される保育によ

り異なります。

保
育
料

　保育料は、児童の年齢・保護者の所得や資産

の状況などによ‘ノ異なります。

入
所
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
か
た
へ

・
保
育
所
の
入
所
承
諾
は
、
申
込
み
順

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
入
所
は
、
保
育
に
欠
け
る
度
合
い
の

高
い
順
か
ら
定
員
ま
で
の
児
童
を
承

諾
し
ま
す
。
従
っ
て
、
申
込
み
を
希

望
さ
れ
て
も
、
定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

・
入
所
の
承
諾
の
お
知
ら
せ
は
、
二
月

末
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

・
申
込
み
の
内
容
に
著
し
い
虚
偽
が
認

め
ら
れ
た
場
合
は
、
入
所
の
承
諾
が

取
り
消
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
既
に
入
所
中
、
申
込
中
の
児
童
に
つ

い
て
は
、
家
庭
状
況
調
査
表
等
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
書
類
は

後
日
通
知
し
ま
す
。

保
育
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

　
町
で
は
江
南
保
育
所
の
概
要
を
は
じ

め
、
保
育
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
し

て
い
ま
す
。
入
所
状
況
・
保
育
料
表
・

保
育
所
以
外
の
保
育
機
能
な
ど
の
最
新

の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
情
報
は
、
役
場
住
民
福
祉
課
の
窓
口

で
配
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
自
由
に

ご
覧
く
だ
さ
い
。
変
更
の
都
度
、
更
新

し
ま
す
。

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事業者または、

当番の指定工事業者へ

お願いしてください。

11月の当番日 指定給水装置工事事業者 電話番号

1　●　6　●　11　・　16　●21　●26 ㈱光　栄　建　設 36－1052

2　●　7　●12　・17●22　●27 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

3　・　8　・13・18・23・28 ㈲笠原設備工業所 36－3662

4　●　9　●14●19　●24●29 ㈲松　本　設　備 36－5177

5　●10●15●20●25　●30 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

（6）



＿　　　　　　　＿＿，　　　　　　　　　　　　　　　　　∫『1門r　望F一噺’吸　　r一一・一一一ノー一、　　　　P”昌一一『

　小・中学生の児童・生徒のみなさん、町民のみなさん、この秋に農業体験をしてみませんか！

　当日は、ワクワクの“サッマイモ掘り”、ホクホクの“焼いもづくり”、トラクタの乗車体験、牛

の写生大会などの楽しい企画を考えています。ふるってご参加ください。

　色づくケヤキ並木の向こうで、自然タップリ、気持ちユッタリ、おなかイッパイの農業教育センタ

ーの秋をお楽しみください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　日　平成10年ll月14日（土）午前10時から午後3時まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　江南町大字御正新田1355－1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県立農業教育センター　費36－1586

　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　●
※おイモには限りがありますので、早めにお越しください。

　　　　　　　　　　　　　　　　〔小雨決行します〕

至熊谷市

　
　
も
聡
．
順

農壷、

　　　　　　　　J　A熊谷
　　　　　　　　御正支店
　　　　　　　　　　　　　　　　　県道熊谷寄居線

　至川本町

　　　　　　　　　　　　　　　江南町
　　　　　　　　　　　　　　　　コミユ　アイ
　　　　　　　　　　　　　　　　センター　□　　．

　　　　　　嚥縛ト1、、．珠蝿　●

至小川町　　　　　　　　　　　　　　　　畜産センタ

「
気
を
つ
け
て
、
は
じ
め
は
す
べ
て
、

小
さ
な
火
」

　
朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
い
よ
い

　
　
　
　
よ
こ
れ
か
ら
火
災
の
多
発
期

　
　
　
　
に
む
か
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
十
一
月
九
日
㈲
か
ら
十
一

　
　
　
　
月
十
五
日
㈲
ま
で
、
秋
季
火

　
　
　
　
災
予
防
運
動
が
全
国
一
斉
に

　
　
　
　
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内

　
　
　
　
で
昨
年
発
生
し
た
火
災
件
数

　
　
　
　
は
八
十
二
件
で
し
た
。

　
　
　
　
　
昨
年
八
月
ま
で
の
火
災
件

　
　
　
　
数
は
六
十
↓
件
で
、
昨
年
同

　
　
　
　
期
と
比
べ
三
件
の
減
少
で
し

　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
出
火
原
因
は
放
火
、

　
　
　
　
放
火
の
疑
い
、
不
明
の
順
と

　
　
　
　
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
出
火
原
因
を
防

　
　
　
　
ぐ
に
は
、
家
の
外
周
り
に
燃

　
　
　
　
え
や
す
い
も
の
を
放
置
し
な

　
　
　
　
い
な
ど
、
日
頃
の
点
検
や
注

　
　
　
　
意
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
●
火
災
予
防
運
動
の
重
点
目

　
　
　
　
　
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
一
　
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　
　
　
　
二
　
地
域
に
お
け
る
防
火
安

　
　
　
　
　
　
全
体
制
の
充
実

三
　
特
定
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防
火

　
　
安
全
対
策
の
徹
底

●
火
の
用
心
・
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

一
　
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　
　
を
置
か
な
い
。

二
　
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

　
　
を
し
な
い
。

三
　
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
　
場
を
離
れ
な
い
。

四
　
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

　
　
な
い
。

五
　
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

　
　
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

六
　
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ

　
　
足
配
線
は
し
な
い
。

七
　
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

　
　
の
を
近
づ
け
な
い
。

　
　
　
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
熊
谷
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
暦
ニ
ニ
ー
九
九
九
］

　
　
　
練
　
　
ろ
　
　
　
レ
う

　
　
　
訓
　
。
ご
　
　
　
イ
よ

　
　
　
る
す
分
　
　
　
サ
い

　
　
、
・
・
よ
ま
30
　
　
の
な

　
　
、
，
・
に
れ
時
5
　
め
わ

　
　
　
員
わ
7
2
9
　
た
違

　
　
盤
職
行
前
田
　
る
間

　
　
　
防
り
午
新
㈱
す
と

　
ゑ
、
消
お
　
上
業
集
災

　
、
先
，
ぴ
と
㈲
字
産
招
火

　
　
　
及
の
日
大
装
を
　
、

　
　
　
員
記
1
5
町
包
員
が
。

　
　

団
下
月
南
京
団
す
す

　
　
忍
F
防
が
H
江
東
防
ま
ま

　
　
．
消
集
　
　
　
　
　
消
り
し

　
　
　
、
南
招
時
所
　
は
鳴
い

　
　
　
江
常
　
　
　
　
日
が
願

　
　
　
　
非
日
場
　
当
ン
お

（7）



板
井
チ
ー
ム
が
V

　
ス
ボ
ー
ツ
の
祭
典
、
第
三
十
二
回
町
民
体
育
祭
が

十
月
四
目
に
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
幼
児
や
お
年
寄
り
の
ほ
の
ぽ
の
と
し
た
種

目
の
ほ
か
、
競
技
す
る
人
・
応
援
す
る
人
そ
れ
ぞ
れ

に
“
力
”
の
は
い
る
字
別
対
抗
の
六
種
目
な
ど
、
全

二
十
二
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
各
種
目
で
着
実
に
得
点
を
か
さ
ね
た
、

板
井
チ
ー
ム
が
2
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

繋碍
　
硲

　　　　灘

　　　騨

慧　　　　　灘

終

灘

澄

弾

、
灘
、

簿「　’爾輪F

艶

，
蓬
薪
｝

嚢

　灘

　
　
　
・
．
繍
難

　
慧
、
鞭
灘
繍

セ
　
　
　
　
い
き
ソ
　
　

瓢
罐
羅
珪

“
、
、
　
騨
叢
購

　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　

　
．
鷺
　
　
繍
灘

霧
舞

●

鞠

占
、
密

、
燕
、

鞠艦鞘
　　　　麟、謙

雌

駅

　
　
　
　
　
　
澤
髄
、

．
，
擁
麗
糧
謹
灘

r騒仰

卜
騨
｝

　
糊

簸
遜罐騨

蹴

F
　
　
輯

、
躍
醒
襲

犠
鵜
纐
饗

蕾

鞭
｛妻＿

磁

蜜
，
　
憂
謬
．

w
　
鰍

繍

聾
轟

欝

　
㍑

「
・
－
〆
y
　
；
、

　
、
瀬
鶯

　
　
購
灘
・
、

辮　
　
　
　
．
灘
、
灘

（8）



トピ・り’7ス 身近かな話題、ホツトなニユースをお寄せください。

の
O　　　　　　　くぐってとんで（10／3幼稚園）　“

　ロ

o　　醗饗・轍難騨欄卍ら鷲’
o　　　　融

鍵　
麹鞭，

繍

葵

レッド・ブルー・イエローレッツゴー（9／19南小）

信ll・イ・幽毒穫。・rし幽焼も幽“ヤ｛・｛。幸摩畦・・ぐ穫つ一嘆。一イ貞｛尽一《凸せe｛・・中r｛・一く臼 Ψ　　橘イ興C

中学生が農業体験

　9月22日（幻、江南中の1年生が、御正新田にあ

る県立農業教育センターで、農業体験をしました。

この体験学習は、今年で14回目を迎え、体験学

習を通して「牛命の尊さ」「豊かな心」をはぐく

むことを目的としています。

この日は、ツツジの刈り込み実習や、パンジー

やハボタンの草花栽培、牛の健康観察や飼育管理

などを、慣れない手つきで汗をながしました。

（9〉



ヘ
帯
ぢ
一
》
句
菌
麟
嬬
蚕
［
勢

，

｝

愛
育
会
φ
子
育
マ
支
援
教
室
は
楽
し
き
い
っ
ぱ
い
／

　
町
で
は
、
　
「
母
子
愛
育
会
」
が
子
育

て
中
の
お
母
さ
ん
を
応
援
し
よ
う
と
、

年
に
三
～
四
回
、
四
歳
く
ら
い
ま
で
の

お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
を
対
象
に
子
育

て
支
援
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
値
≧
　

森
鷺
　
　
　
」

　
今
年
の
愛
育
会
の
教
室
は
、
季
節
の

行
事
を
取
り
入
れ
、
　
「
七
夕
ま
つ
り
」

を
七
月
十
五
日
に
町
民
体
育
館
で
実
施

…
し
ま
し
た
。
歌
や
手
遊
び
、
、
、
、
二
運
動

冒
会
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
り
回
っ
た
後

一
は
、
七
夕
か
ざ
り
で
す
。
取
っ
て
き
た

笹
を
一
本
づ
つ
配
り
、
お
り
紙
で
飾
り

つ
け
を
し
て
い
き
、
短
冊
に
「
元
気
に

、
育
ち
ま
す
よ
う
に
」
　
「
気
持
ち
の
や
さ

し
い
子
に
な
っ
て
」
な
ど
と
願
い
事
を

書
い
て
で
き
あ
が
り
。
お
母
さ
ん
と
い

…
っ
し
ょ
に
作
っ
た
笹
を
持
ち
、
子
ど
も

た
ち
も
う
れ
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
表
情
で

し
た
。

　
九
月
三
十
日
に
は
、
板
井
地
区
に
あ

る
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
で
、
森
の
運
動

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
曇

り
空
で
し
た
が
、
会
場
に
は
七
十
三
組

の
親
子
が
集
ま
り
ま
し
た
。
か
わ
い
い

、
小
犬
や
う
さ
ぎ
、
モ
ル
モ
ッ
ト
な
ど
の

小
動
物
た
ち
が
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
。
恐
る

恐
る
小
犬
の
背
中
に
さ
わ
っ
て
み
た
り
、

お
気
に
入
り
の
小
犬
を
抱
っ
こ
し
た
り

と
小
動
物
と
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
森
の
運
動
会
で
す
。
ヨ
ー

イ
・
ド
ン
の
合
図
に
子
ど
も
た
ち
も
元

気
い
っ
ぱ
い
に
走
り
ま
す
。
ポ
ン
せ
ん

べ
い
食
い
競
走
や
カ
ゴ
リ
レ
ー
な
ど
親

子
で
運
動
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
次
回
の
教
室
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
「
町

に
サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る
」
を
計
画
中

で
す
。
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
を

作
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
ほ
か
、
愛

育
会
自
前
の
劇
「
桃
太
郎
」
も
講
演
し

ま
す
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
子
ど
も
た

ち
の
前
に
ト
ナ
カ
イ
に
乗
っ
て
や
っ
て

き
ま
す
か
ら
お
た
の
し
み
に
。

　
こ
う
し
た
子
育
て
支
援
教
室
の
開
催

に
あ
た
っ
て
は
、
各
字
か
ら
選
出
さ
れ

た
役
員
さ
ん
が
ご
案
内
を
配
り
な
が
ら

声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
セ
ー

ル
ス
と
間
違
え
ら
れ
た
と
い
う
役
員
さ

ん
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
愛
育
会
は

地
域
の
声
か
け
を
通
し
て
人
び
と
と
の

ふ
れ
あ
い
を
広
げ
、
明
る
い
町
づ
く
り

へ
と
つ
な
ぐ
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
定
期
的
に
教
室
を
開
催
し
て
い
く
う

ち
に
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
「
愛
育

の
お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
う
れ
し
．

く
な
っ
た
わ
ア
と
話
す
役
員
さ
ん
も
い

ま
す
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
楽
し
そ
う

に
教
室
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
親
子
の

笑
顔
が
愛
育
会
の
励
み
で
す
。

※
　
た
だ
い
ま
、
子
育
て
支
援
教
室
の

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
募
集
中
で
す
。

　
　
町
民
体
育
祭

　
十
月
四
日
、
第
三
十
二
回
町
民
体
育

祭
が
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
の

下
、
盛
大
に
行
わ
れ
、
楽
し
い
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　
各
競
技
種
目
の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
一
〇
〇
m
競
走
（
一
位
）

中
学
生
男
子
　
金
子
祐
太

中
学
生
女
子
　
関
口
千
瑞
乃

一
般
男
子

　
3
0
歳
未
満
吉
田
　
正
人

　
3
0
～
4
0
歳
　
太
田
　
謙
一

　
4
0
～
5
0
歳
　
福
島
　
　
豊

▽
五
〇
m
競
走
　
　
（
一
位
）

一
般
女
子

　
3
0
歳
未
満
　
関
口
　
美
幸

　
3
0
歳
以
上
　
鈴
木
　
典
子

一
般
男
子

　
5
0
～
6
0
歳
　
馬
場
　
正
美

　
6
0
歳
以
上
　
大
島
　
正
己

▽
一
〇
〇
〇
m
競
走

小
学
生
男
子

　
一
位
小
川
　
　
純

　
二
位
上
杉
和
己

　
三
位
　
石
井
貴
志

小
学
生
女
子

　
一
位
服
部
美
有
企

　
二
位
飯
田
　
　
純

　
三
位
　
野
本
真
希

　
　
●

1612秒

3772

禾少　13　13　13

　　　162637

8　8

5139

パ分7　7

秒6141
）

3　3　3

474538

4　4　3

040157

中
学
生
女
子

　
一
位
近
藤
春
菜
　
　
4
・
0
6

　
二
位
野
部
良
子
　
　
　
4
・
H

　
三
位
関
口
千
瑞
乃
　
　
　
4
・
1
4

▽
一
五
〇
〇
m
競
走
　
　
　
　
（
分
・
秒
）

中
学
生
男
子

　
一
位
金
子
祐
太
　
　
5
・
14

　
二
位
籠
島
正
明
　
　
　
5
・
2
5

　
三
位
　
田
嶋
智
幸
　
　
　
5
・
2
6

一
般
男
子

　
一
位
太
田
謙
一
　
　
4
・
5
6

　
二
位
小
澤
弘
之
　
　
　
5
。
1
6

　
三
位
神
谷
友
一
　
　
　
5
・
22

▽
字
別
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技

　　　　▽　　　　▽者※
四三景一字三景江字合盒さ五四差景一
位位位位別位位位別計計位位位位位位
　　　　対　　　対年打

　　　　き　　　　テい数
　　　　　　　　競方の
　　　　　在巖争惚
　　　　　　　　　位は
　　　　　千樋野　　。
　　　　　　春出191818181612　　　　　代南原　　場打打打打打打
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妻
、

二
・
二
匹

おはなし会
O日程11月14日（土）、28日（土）　　ドタ『 山

蜘
￥

ll

瀟鱗晶諭　　ドll『欝
o対象　小学校低学年まで　　　　副　　募議
○内容　紙芝居・絵本など　　　　転舜響　『

　◎たのしいおはなしがいっぱいです。
　　おともだちをさそってみんなできてください。

鵜i磯騨継嚇す　チョコレートの凄い効

麗醒識能　　板倉弘要
懸鱒籠駕籍簾購
鞠難諮’くまとめたも

　
会
理
い
ま
け
み

ル
協
き
な
り
つ
で

イ
者
ど
せ
こ
ち
ん

ア
学
時
か
お
お
読

フ
文
は
あ
が
を
と
。

奇
童
に
き
と
ち
り
い

怪
児
り
と
こ
持
く
さ

の
本
回
は
な
気
つ
だ

校
日
の
で
怪
。
じ
く

学
　
身
屈
奇
す
て
て

　
土
7
1
4
2
1
2
8

一
金
6
1
3
2
0
2
7

ダン
木
5
1
2
1
9
2
6

レ　
水
④
H
1
8
2
5

力の
火
3
1
0
⑰
⑳

旧
月
②
⑨
⑯
聡
⑳

1　
日
1
8
5
2
9

　
　
　
　
1
　
0
乙
　
0
乙

○開館時間

　午前9時～午後5時
　○印1まf木食官日

　　　∫
一　1！

　、…、纏襲　ゲルマニウムの夜
馨薪饗繊　　　　　　　花村萬月

欝　鴛繋　芥川賞受賞

家族の告白

　　　　　下川香苗
家族の勇気、

あたらしい絆。

幻の女
　　　　　　香納諒一
愛した女は誰だったの
か。再生を賭けた弧独
な調査の果て、男が遭
遇する真実の哀しみ。

Il岬・

翻羅灘遣嬬篇禁ねこ
船騒ち劇霞勲鷲　　　 斉藤洋

鞭鰭蕊1総1
　鴫　＿　．んの術ひとつだけ。

○他にも多数あります。

秋の夜長ぜひ読書を．ろノ

雑学に強くなる本

　　　A・レオクム
ふだん当たり前と思っ
ていても「おやっ？」

と思うことがゴマンと
ある。　「雑学王」にな

ってみんなに自慢して
やろう。

一
準
　
に
難
齢
副

強
く
な
驚
審
　
で

　
　
　
　
馬
・
遭
一

籔騨縣灘　カラーメッセージがあ
蕨曜痛一蕩　なたを変える

　艦麗難灘　　　　　　　　　大平雅美

．縷韓鴉．報鞠こは、黄．

　
　
●

▽
字
別
対
抗
玉
入
れ

　　　※　　　　　　　　 ▽

勝選六四四三二一一字
と四個決位位位位位位別
携縮樋中千成塩板魏
駿㌶秀矯央代沢井美
。i方同　　　　　　れ
　ムが数
　は上の
　’位場
　予o合　　　　　　決
　選は161818202229勝　・　　　　’イ固イ固f固イ固f固f固イ固

　決　予　　　　　　数

▽
女
子
字
別
リ
レ
ー
　
　
（
分
・
秒
）

六五四三二一
位位位位位位

千柴野中樋成
　　　　春
代　原央北沢

1　1　1　1　1　1

11　11　09　09　08　08

▽
男
子
字
別
リ
レ
ー
　
　
（
分
・
秒
）

　　　　　　▽
鶯離麓優獣耀硫琶
位位位位勝勝成
　　　　　　績樋野中樋板千
須下成千樋板　春　　春
賀押　　春　　南原央北井代
広切沢代北井

※
　
同
得
点
の
場
合
は
、

数
の
多
い
方
が
上
位
。

1　1　1　1　1　1

31　29　29　28　28　25

75　39　45　02　93　6143　72　17　84　20　26

　
（
得
点
V

　
　
3
3
点

　
　
2
7
点

　
　
2
1
点

　
　
2
0
点

　
　
6
㌧
n

　
　
－
　
【
踊

　
　
6
f
n

　
　
l
i
人

玉
入
れ
の
個

グ
ラ
ウ
ン
ド
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九
月
二
十
日
、
第
十
回
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
運
動
公
園
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加
し
た

一
二
七
名
は
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
い

て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
上
位
の
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果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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ア
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▽
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▽
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第
三
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競
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四
ホ
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ル
、
同
ス
コ

戸
脚
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それぞれ2週間前後の連続休暇があ
ります。

【応募資格】

　日本国籍を有し、平成11年4月1
日現在15歳以上17歳未満の男子で、

中学校卒業者（卒業見込みも含む）
【受付期間】

平成10年11月1日～平成11年1月4日
【1次試験】

平成11年1月5日
【受付・連絡先・願書請求】

自衛隊埼玉地方連絡部

熊谷募集事務所　〒22－4855

盈360－0031熊谷市末広2－119

・多多1獄罵

　　　　　　医療福祉相談会

　　　病気や障害などにより生じた生活
●や家族の間題などについて専門のソ

　　ーシャルワーカーや社会福祉士が相
　　談に応じます。
　　　日　時　平成10年11月15日（日）

　　　　　　10時から16時
　　場　所　八木橋百貨店カトレア教室

　　相談料無料
　　問合せ　埼玉県医療社会事業協会
　　　　　　暦048－830－3562（県庁健康

　　　　　　福祉部健康増進課内）

　　　新・給水装置工事事業者

　　　現在、町で指定している給水装置

●　　工事事業者12社のほかに、新たに指
　　定しましたのでお知らせします。

　　　　　　（平成10年10月1日現在）

　　指定番号13
　　会社名㈲関東ボイラ販売サービ
　　　　　　　スセンター

一
4

良
2
5

口
2
5

堀
切

　
押

役
字

締
大
7
1

取
町
4
1

表
南
一

代
江
36

名
地
号

瀦
轟

代
所
電

建物を取り壊したら「滅失届」を

　平成10年1月2日以降に建物を取
り壊したかたは、税務課へ「建物の
滅失届」を提出してください。また、

平成11年1月1日までに取り壊す予
定のあるかたは、取り壊し後に届け

出をお願いします。用紙は税務課に

用意してあります。

持ち物　印かん

問合せ税務課
　　　費36－1521内線254

　年末調整説明会の開催

　今年も、年末調整の時期が近づい
てきました。

　年末調整は、給与から源泉徴収し

た税額と、その年の給与総額を基に

計算した年税額を精算する大切な手

続きです。また本年は定額控除によ

る特別減税が実施されております。

この手続きを間違いなく行っていた
だくため、給与の支払者を対象とし

た年末調整説明会を下記のとおり開

催しますので、年末調整関係書類（11

月上旬に郵送予定です〉をご持参の

うえ、説明会へお越しください。

開催日　11月16日（月）

時　間　午前の部　10時～

　　　午後の部　2時～
会場埼玉県熊谷会館
問合せ　熊谷税務署費21－2905

埼玉県最低賃金の改正について

　埼玉県最低賃金が、10月1日から

改正されました。改正後の金額は、

　日額5，283円
　時間額　　664円　です。
　埼玉県最低賃金は、県内すべての
労働者とその使用者に適用されます。

　なお、特定の産業については別途

産業別最低賃金が適用されます。

　詳しくは、埼玉労働基準局賃金課
（盈048－822－7146）または最寄りの

労働基準監督署へお間い合わせくだ
さい。

　基礎年金番号は一生使うもの

　国民年金に加入すると、年金手帳
が交付されます。

　平成9年1月、基礎年金番号制度
になってから、年金手帳が青色に変

わりました。新しい年金手帳には、

基礎年金番号が記載されています。

　各種届け出は、この基礎年金番号

で…　　。

　また、以前のオレンジ色の手帳を

お持ちのかたは、基礎年金番号通知
書を貼付してください。

加入制度が変わっても基礎年金番

号は引き継がれます。国民年金や

厚生年金の手続きや、将来、年金

を受けるときのために大切に保管
しましょう。

　11月は国民年金制度推進月問です

　全ての人に国民年金制度の意義・

目的を理解してもらえるように、11

月を国民年金制度推進月間としてい
ます。

　人生80年時代といわれる今日、豊

かで健やかな明るい老後を送るため、

一人ひとりが自覚を持って国民年金
に加入してください。

　また年金を身近なものとして考え

てもらうため、全国的に11月6日～

12日を年金週間とし、各種キャンペ

ーンを実施します。

　　　癬 ．蔚
釜，1㌧塗卜鋒騨漁暮
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農林学級
開催日 内　　　　　　　容 時　　間

14日仕） 木エヒッジの型抜き　⑳ 10時00分～

18日ωO ダイコン料理　　　　O 10時00分～

18日（水） ダイコンの収穫　　　e 13時30分～

20日働 木工刎スマスッリーの型抜きO 10時00分～

22日（日） 木工入門教室壁掛けラックO 10時00分～

22日（日） ダイコンの収穫　　　① 13時30分～

26日休） コンニャク作を）　　　e 10時00分～

27日働 キャベツの収穫　　　O 13時30分～

28日（土） 木エサンタの型抜き　㊨ 10時00分～

29日（日） 木工工作室開放日　　0 10時00分～

対　象　㈱一小学生親子　e一一般

　　　④一小学生
費　用　無料～1，200円

受　付　11月1日8時30分から
問合せ　農林公園管理事務所

　　　奮83－2301

花き園芸講座

開催日 内　　　　　　　　容 費　用

12日（日） 冬に向かっての病害虫防除 無　料

16［1（日） 花と緑の効用（園芸と健康） 無　料

30日（日） シタラメンの管理 1，500

問
象
み
せ

　
　
込
合

時
対
申
問

13時30分から

一般

11月1日8時30分から
農林公園内　植物振興セン

ター分室　奮83－2841

　動物指導センター施設公開

　県民の日（11月14日）に、板井地

内にある埼玉県動物指導センターの

施設を開放します。

　当日は、動物を直接さわることの

できる「ふれあいコーナー」や「ポ
ニー乗馬コーナー」　「ペット相談」

など盛り沢山の内容となっています。

日時11月14日（土）9時～15時

場所江南町大字板井123番地
　　　埼玉県動物指導センター

　「第22回菊花展」開催

　武蔵丘陵森林公園では、近隣市町

村の菊花愛好家が、精魂こめて作ら

れた菊花（出展予定700点）の展示
会を行います。

　また、期間中の土・日・祝日には、

菊栽培に関する相談コーナーおよび
菊苗の即売会も行います。

期間・展示会
　　　11月2日（月）～11月15日（日）

栽培相談・苗販売
　　　11月3日（火）・7日（土）・

　　　8日（日）・14日（土）・15日（日）

時　間　9時30分～16時30分
　　　（相談・販売は10時～16時）

場所武蔵丘陵森林公園内
　　　南口広場および日本庭園
参加費　観覧無料（ただし、入園料

　　　は別途必要となります。）

縫慈鞭欝讐難齪
　　職辮零冤ノ順騨耕

　　　介護教室
　開所して1周年を迎えた、老人保

健施設ケアーパーク江南で、介護教
室を開催いたします。

場所老人保健施設
　　　ケアーパーク江南
日程・①11月14日（土）

内容　　「老いとは…　　」

　　②12月12日（土）

　　　「寝たきり老人の介助のし

　　　　かた」
　　③1月9日（土〉

　　　「痴呆性老人の症状・段階」
　　④2月13日（土）

　　　「転倒防止について」
　　⑤3月13日（土〉

　　　「老人福祉サービスの利用

　　　　法」

問
料
・
せ

　
講
込
合

時
受
申
問

14時～16時（受付13時30分）

無料
ケアーパーク江南

相談員　細井・馬渕

盈36－8880

▼
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

日
時
十
一
月
二
十
四
日
（
火
）

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

場
　
所
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
i

　
　
　
※
弁
護
士
が
来
庁
し
ま
す
。

▼
心
配
ご
と
・
結
婚
相
談

日
　
時
　
十
一
月
十
日
（
火
）

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

場
　
所
　
勤
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福
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セ
ン
タ
i

▼
成
人
健
康
相
談

日
時
十
］
月
十
日
（
火
）

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～

　
　
　
　
午
前
十
一
時
三
十
分

場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
i

▼
教
育
相
談

日
　
時
　
原
則
と
し
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毎
週
水
曜
日

申
込
み
　
江
南
町
教
ム
具
女
員
会
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パソコン（ビジネス文書）コース

　日商検定4級資格取得を目指し、

パソコンの基礎知識から文章作成ま

で学ぶことができます。

日　時

場所
申込み

平成11年1月13日㈱～
2月25日（木）のうち21日間

江南町総合文化会館
12月1日（火）から12月11日（金）

までの間に、役場経済課に

ある申込書に記入し提出し

てください。

対象受講後、就業を希望する初
　　　心者で、全日程出席可能な

　　　女性

人員
費用

せ△
目問

30人（申込者多数時は抽選）

8，160円（教材費5，100円、

検定料3，060円）

役場経済課（奮36－1521）

または、プリモラ熊谷（奮

23－2816）まで。

環境ボランティア講座参加者募集

テーマ

対象

日　時

場所

容
員
み
せ

　
　
込
合

内
定
申
問

一
、交、

・！笠

男

21世紀荒川と森林のために

小学校4年生以上の大里地

区在住・在勤・在学者
12月6日（日）10時～12時

寄居町総合福祉センター

「かわせみ荘」3階ホール

講演と事例発表

250名
11月2日（日）から11月27日働

までに北部生活センター県

民交流課へ電話またはフア

ックスで、住所・氏名・電

話番号をお知らせください。

奮24－1110　　FAX24－0770

　　　自衛隊生徒募集

【自衛隊生徒の概要】

　4年間の教育のうち、3年間で高
卒の資格を、残り1年間で技術を取

得します。この間は、全寮制の生活

ですが、教育費・宿泊費は 一切無料

で、給与・賞与が貰えます。また、

完全週休2日制で、夏・冬・春季に、
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⑳登場希望の人（対象は生後6ヵ月以上1歳未満）は役場総務課奮36－1521へ連絡してくださいすこやかさん

　　　　しタう　　こ
小　澤　省　五ちゃん㊥

　平成10年i月11日生

両親｛明勉激御正新田

　女の子に間違われる、お

兄ちゃんが大好きな省五で

す。おっとりしてそうに見

えてとても頑固。

　ずっと兄弟仲良く元気に

育ってネ。

　　　ゆ　　か　　り

芝由加里ちゃん㊧
　平成10年1月14日生

両親｛延進激上新田

　二人のお兄ちゃんが大好

きで、いつもいっしょに遊

んでいます。

　　　　なな　　　み
中　村　七　海ちゃん㊧

　平成10年1月10日生

両親｛章苗灘成沢

　にぎやかなお兄ちゃんた

ちに囲まれ、強く、たくま

しく？育っています。

　明るく、やさじい子にな

ってね。

　　　　　　ゆい
中野　　唯ちゃん㊧
　平成9年11月26日生

両親撫職野原
　周囲の人からは、男の子

と間違われ、お兄ちゃんか

らは、毎日ビシバシとしご

かれ、蝶よ花よは夢みたい。

　元気に育ってネ。●、
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大
三
個

砂
糖
…
：
…
…
…
…
・
…
…
二
〇
〇
g

片
栗
粉
（
手
粉
用
）
…
－
…
…
…
少
々

あ
ん
こ
…
…
…
…
…
：
…
・
…
五
〇
〇
g

、

／＼

▼
作
り
方

①
小
麦
粉
・
そ
ば
粉
・
べ
ー
キ
ン
グ
パ

　
ウ
ダ
ー
を
一
緒
に
ふ
る
い
に
か
け
ま

　
す
。

②
ボ
ー
ル
に
、
卵
・
砂
糖
・
す
り
ゴ
マ

　
を
入
れ
、
砂
糖
が
と
け
る
ま
で
良
く

　
か
き
ま
ぜ
ま
す
。

③
②
の
中
に
①
を
入
れ
、
ざ
っ
く
り
と

　
だ
ま
が
で
き
な
い
よ
う
に
良
く
ま
ぜ

　
ま
す
。

④
あ
ん
こ
を
十
五
～
十
六
個
に
ま
る
め

　
ま
す
。

⑤
片
栗
粉
を
手
に
付
け
な
が
ら
、
③
を

　
④
と
同
じ
数
に
ち
ぎ
り
ま
す
。

⑥
⑤
は
中
央
を
厚
く
、
周
り
を
薄
く
の

　
ば
し
て
、
あ
ん
こ
を
包
み
ま
す
。

⑦
蒸
し
器
に
、
問
．
隔
を
お
い
て
⑥
を
並

　
べ
、
十
二
～
十
三
分
蒸
し
ま
す
。

※
あ
ん
こ
は
、

　
し
た
。

　
　
●

市
販
の
物
を
使
用
し
ま

秋
の
山
道
を
歩
い
て
い
て
、
突
然
、

目
の
前
で
大
き
な
口
を
開
け
て
い
る
あ

け
び
に
出
会
っ
た
と
き
の
小
さ
な
心
の

と
き
め
き
。
で
も
最
近
は
開
発
が
進
み
、

こ
ん
な
出
会
い
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
、
三
個
並
ん
で
パ
ッ
ク
に
収
ま
っ

た
あ
け
び
を
見
つ
け
ま
し
た
。
形
の
そ

ろ
っ
た
実
な
の
で
栽
培
物
の
よ
う
で
し

た
。　

そ
う
い
え
ば
、
一
茶
の
句
に
コ
夜
さ

に
、
棚
で
口
開
く
木
通
か
な
」
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。
一
茶
の
時
代
に
、
す
で
に

棚
で
作
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
あ
け
び
は
、
木
通
、
通
草
、
な
ど
と

書
き
ま
す
が
、
実
る
と
口
を
開
け
る
の

で
、
　
「
開
け
実
」
か
ら
来
た
言
葉
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
け
び
は
、
本
州
以

南
、
朝
鮮
半
島
中
国
大
陸
な
ど
に
広

く
自
生
し
て
い
ま
す
。
春
に
紫
色
の
小

さ
な
花
を
付
け
、
秋
に
は
だ
円
形
で
長

さ
十
セ
ン
チ
弱
の
実
が
二
～
三
個
集
ま

っ
て
つ
き
ま
す
。
そ
の
実
が
熟
す
と
縦

に
大
き
く
割
れ
、
黒
い
種
を
覆
っ
て
い

る
ゼ
リ
ー
状
の
果
肉
は
甘
く
て
食
用
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ
ろ
苦
い
皮
の
中

に
み
そ
を
詰
め
て
焼
い
た
り
、
て
ん
ぷ

ら
に
し
た
り
し
ま
す
。
新
芽
も
山
菜
と

し
て
料
理
に
つ
か
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
地
域
お
こ
し
の
た
め
の

郷
土
料
理
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

（14）


